
高血糖状態が続くと体に何が起こるのでしょうか
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酸化ストレスの亢進

中膜（平滑筋）

※ＮＯとは、張りのある

血管を保つ働きのあるガス

ＮＯ※（一酸化窒素）を

つくる酵素の機能低下

ＮＯ産生低下

悪玉の活性酸素

が増加

がん
大腸がん
肝臓がん
すい臓がん

認知機能低下

痛みがないので
けがや化膿・火
傷をしてもわから

ない

傷が
治りにくい

壊疽
（腐れる）

下肢の
切断

血管内皮機能障害

しびれ

便秘/下痢

介護が必要な状態　・　生活障害

中性脂肪

エネルギーとして

使われず余ると

肥　満

イ
ン
ス
リ
ン

糖は細胞の「エネルギー源」 　　　糖の性質　＝　くっつく

例

糖
体を作る

たんぱく質 ★ヒアルロン酸

★コンドロイチン 軟骨や皮膚の弾力

保　湿

そ
の
場
に
留
ま
る

しまいきれなくなると

持続する高血糖状態 によって　全身で起きること　

１

３

インスリンがなくても糖が

入れる細胞がある

細胞の中へ入ってきた糖が水

を呼ぶソルビトールに変わる

例）下剤

細胞の水ぶくれ

４

糖
尿
病
の
合
併
症
は
全
身
で　

一
気
に　

起
こ
り
ま
す

物を見るために必要な場
所 （網膜）に、こぶが出
来たり小さな出血を繰り返
す

・物がゆがんで見える
・煙のような煤（すす）がか
かった感じ
・蚊のような小さな虫が飛ん
でいる感じ
・黒いカーテンが降りてきた

失　明

視力低下

目 心臓 脳 下肢

１

うつ

認知症

自律神経障害

転倒・骨折

神経

立ちくらみ／めまい

痛みや温度、
触った感覚が鈍く

なる（感覚障
害）

痛みのない　

心筋梗塞

足（下肢）の
動脈硬化
（閉塞性動脈

硬化症）

腎障害／腎機能低下
・微量アルブミン尿の出現

↓
・蛋白尿の出現

透　析

腎臓

腎不全

尿を作るために必要な
糸球体（毛細血
管）がつぶれる 

細胞死

脳梗塞網膜症

糖　化

アルデヒドの産生

糖　化

終末糖化産物

（ＡＧＥ）の蓄積

糖

さらに余れば

２

体を作る 

脂質

細胞膜の材料になる

外膜

中膜

内 膜

（内皮細胞）

（コラーゲン）

血

管

（平滑筋細胞）

内皮細胞を覆っている「グリコカリックス」（糖衣）　の材料になる

血液

内 膜

（内皮細

３

動脈硬化

血管を収縮させる

平滑筋の細胞が増殖

血管の拡張不全

細胞と細胞の

接着が緩む

サイトカイン等の

炎症物質を産生

炎　症

２

５４

細胞

詳細は7-①②

かき乱されたグリコカリックスのイメージ絵：重症化-8

糖毒性
血管

免疫力の低下
新陳代謝ができない

細胞の

突然変異

細胞のがん化

修復遺伝

子の傷害

感染症に

かかりやすくなる

６

詳細は7-③④
重症な不整脈

肺炎

肺結核
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歯周病
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